
















The difference in typing skill between the use of notebook type PC and the use of tablet 
type PC in information technology classes including teacher training courses.
We investigated the difference in the acquisition of typing skill between the use of the 
note type PC and the use of the tablet type PC. The scores of 156 undergraduates using a typing 
training program were obtained. The scores of a person were obtained at the class of information 
technology, and were fitted with a logistic curve f（t）, where t represents t-th training. We 
found that 1） the score f（∞） for the note type PC and the score f（∞） for the tablet type PC are 
approximately the same when the initial score f（1） for the note type PC and the score f（1） for 
the tablet type PC are approximately the same, and that 2） The time length for the acquisition of 
typing skill by the note type PC is shorter than that by the tablet type PC, and that 3） The score 

























































































タブレット型PC 10．1 263/171/13．1 17．5

























































































































































図 10	 タブレット型 PC における到達点まで
の到達速度に対するヒストグラム 
図 11	 ノート型 PC における到達点までの到
達速度に対するヒストグラム 








































































t~ c　   0．05




b値 c値 t値 b値 c値 t値
標　　準 0．55 0．42 3．84 0．74 0．55 3．25
能力が高い 0．36 0．58 3．46 0．44 0．95 2．29
能力が低い 0．72 0．29 6．77 1．33 0．29 11．30
表2　学習速度と学習期間の評価結果
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4．まとめと展望
　本研究では，タイピング練習ソフトから得られる点数データを分析し，タブレット型PCと
ノート型PC利用間におけるタイピング練習効果の差異を調べた．
　点数データをロジスティック曲線でフィッティングし，学生ごとにロジスティック曲線から
予測される初期点と到達点を求め分析した．ロジスティック曲線でのフィッティングの誤差が
大きいデータを除いて予測された初期点と到達点のデータをプロットしたところ，ある直線に
沿っている傾向が見られた．これらのデータに対してタブレット型PCとノート型PCに分類し
て線形フィッティングを行った．
　線形フィッティング関数の係数は誤差の範囲内で一致することから，練習前の点数が同じで
あれば，タブレット型PCでもノート型PCでも，到達点は同じであることがわかった．加えて，
ロジスティック曲線によるフィッティングで得られた学習速度に関する値の比較により，能力
が標準以上の学生においては，ノート型PCの方がタブレット型PCよりも学習速度が速いこと
がわかった．また，能力が低い学生においての学習速度は変わらないことがわかった．
　当初，画面サイズやキーピッチの影響により，タブレット型PCはノート型PCを使用した学
習よりも全体的に学習効果が低下すると予想していた．しかし，本研究の結果は，タイピング
においてタブレット型PCを利用した場合でも，標準タイプのオプションキーボードを付属す
ることで，ノート型PCと同様のタイピング練習が可能となることがわかった．すなわち，十
分にタイピング練習を重ねることで最終的な到達点は変わらないことを示している．
　到達点までに必要な練習回数は，15回以内であることがわかった．また，能力が低い学生に
おいてはタブレット型PCがノート型PCよりもが学習期間が短いことがわかった．これは，普
段からタイピングに慣れた学生の場合は，タブレット型PCのキーボードが小さかったために
打ち難かったと推測される．一方で，タイピングが苦手な学生においては，キーボード操作に
慣れていないため，タブレット型PCの小さなキーボードを利用する影響が少なかったと推測
される．この結果からは能力が低い学生に対してタブレット型PCが良いように見える．しか
し，学習期間の評価には初期点の影響が含まれるため，学習期間よりも学習速度での評価によ
り，どちらのPCタイプが良いかを検討することが妥当である．
　Windows10のリリースに伴い，タブレット型PCの急速な普及が進んでいる．教育現場にお
いても，従来のデスクトップ型PCやノート型PCに代わり，タブレット型PCの利用が進んで
いる．特に，初等中等教育においては，フューチャースクール事業等により情報系授業以外の
あらゆる授業においてタブレット型PCの利活用が進むことが予想される．とりわけ，教職課
程に係る情報処理科目においては，教育現場に普及するICTに対応するための基礎力を身につ
ける必要があることから，タブレット型PCの導入による影響範囲を把握することが重要であ
る．今後，タブレット型PCにおける学習効果の向上を図るため，データ分析や環境の提案を
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